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金工業),セラベス ト (而至),セラ ミゴール ド
(Whip-Mix)の3種煩の1)ン酸塩系埋没材を使用
した.緩衝材はそれぞれ 乾燥および湿潤した状
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co-cr-Ni系合金を鋳造した場合,十分に良好な
適合を示す鋳造体は得られなかった.すなわち,
Co-Cr-Ni系合金の鋳造収縮率を補償するだけ埋
没材の膨張が得られなかったことによるものと考
えられる.したがって埋没材の硬化膨張を考慮し,
また鋳造 リングによる膨張抑制を緩衝材によって
完全に除 くような条件を設定した.その一方法と
しては,乾アスベス トとカオウールを併用するこ
とにより,アスベス トの吸水による混水比の低下
ならびに吸湿膨張とカオウールによる埋没材の自
由な膨張を期待して鋳造を行なった.その結果は,
fulcastcrown型の鋳造収縮率0.05-0.10%の
精度を得た.また,他の方法としては使用するコ
ロイダルシリカ液中のシリカ量を増加させ,緩衝
材としてカオウールを鋳造 リングに内張して鋳造
体を作製した.その結果は0.17-0.19%の鋳造収
縮を示した.以上の結果から,埋没材の硬化時,
および加熱時の膨張量を十分に活用しうるように
すること,鋳造 リングとの緩衝を完全に行なうこ
と,ならびに鋳造体表面あらさを小さくすること
が,鋳造体の適合を良好するために必要な条件と
考える.
3.口腔内 Dextran分解菌の
歯垢形成因子に対する酵素学
的作用
中村 武,杉中芳幸,山岸美枝子
(口腔細菌)
主に如食発生の特性と歯垢形成機序との関連性
に関する多くの検討によって歯垢細菌の産生する
多糖体,特にDextranないしその関連重合体は歯
牙表面への歯垢沈着因子の一つ と考えられてい
る.従って近年,これら多糖体を溶解する事によっ
て歯垢形成阻害ひいては軸食抑制を指向とする研
究が活発である.われわれは,これまで口腔内に
Dextran分解性菌が常在することを見出し,これ
を系統的に検討している.今回はこれら分解性菌
の生物学的性状ならびに付着性 SirePtococcw の
産生する多糖体に対する酵素学的作用について報
告する.
歯垢より付着性 slreploccocusの分離は,5%
sucrose加 BHIbrothにステンレス線と共に成
人歯垢を接種し,24時間培養ごとにステンレス線
を新たに同培地に移植しこれを7日間繰返した.
本線状に付着した集落から平板法によって付着性
SiyePtococcusを分離した.本分離菌単一でも付着
能のある事を確認した後,その培養上清よりeth-
anolによって多糖体を抽出した.本多糖体の0.5
%加 BHI平板で Dextran分解性菌のこれら多
糖体の分解能を検した.供試 Dextran分解性菌
38株中,本多糖体分解能を有するものが18株で
あった.これら菌群について通常の如 く生物学的
性状を検索したところ,偏性嫌気性で Gram陰性
のfilamentous様梓菌であった.溶血性,Catalase,
硝酸塩還元能,Indole産生,gelatine液化能な
く,また炭水化物分解能は glucose,maltose,su･
crose,fructose,rafinose,galactose,lactose,
arabinose,Xylose,starchを分解する極めて sa･
ccharolyticな性状を有していた.これらの性状か
ら本菌群は Bacteroides種である事がわかった.
本菌の超音波処理試料より硫安分画によって粗
酵素を得て,Stnptococcw の培養液中での本酵素
の作用を検討し,培養と共にreducingsugarの増
量とethanol沈澱性多糖体の減少が認められた.
本酵素による St.mutansより抽出した glucan
に対する作用をも検討した.
4.カエル舌水受容器に対する
二重親液性物質の作用
野村浩道,河野の り子 (口腔生理)
カエル舌水受容器の応答は低濃度の安息香酸イ
オンや 2,4DNPによって抑制されるが,この抑制
は可逆的であり,試薬を与えると同時に発現し,
試薬を取 り去ると同時に消失するので,試薬は受
容膜-の吸着によって抑制効果を現わすと考えら
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れる.そこで次の問題としてこの吸着がこれら試
薬の如何なる性質によって生じるかを検討するこ
ととした.
我々は先に脂肪酸イオンの抑制効果を調べ脂肪酸
イオンの鎖が長くなるにつれて抑制効果が強まる
ことを兄いだしている.そこで,受容膜への陰イ
オンの結合には疎水結合が関与しているのではな
いかと考え,ニトロアェノール化合物を用いて抑
制力と疎水性との関係を調べた.
そこで,受容膜への陰 イオンの結合には疎水結
合が関与しているのではないかと考え,ニ トロ
フェノール化合物を用いて抑制力と疎水性との関
係を調べた.
2,4DNP以外のニトロ7ェノ-ル化合物も実験
に使用した濃度範囲では,2,4DNPと同様に可逆
的抑制効果を示したが,その抑制力は2,4DNP>
2,5DNP>TNP>p-NP>2,6DNP>m-NP>0
-NPの順であった｡この順序はこれら化合物の脂
質および水に対する溶解度及び油/水分配率の順
序と一致せず,疎水結合が陰イオンと受容膜の結
合の主役であるとは考えにくい結論となった.そ
こで,これら化合物は二重親液性物質として作用
し,結合には疎水結合と同時に極性基による結合
も関与しているのではないかと考え,二重親液性
物質の代表であるANSならびに界面活性剤が抑
制効果をもつかどうかを調べたところ,ANSな
らびに陰性界面活性剤であるラウリル硫酸ナ トリ
ウムに強い抑制効果があることが兄いだされた.
従ってカェル舌水受容器に対する陰イオンの抑制
効果には,その陰イオンの疎水結合性と同時に桓
性基による結合性が関与していると推察される.
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1.ヒト及びカエル舌粘膜の
ATP アーゼ活性
野村浩道,河野の り子 (口腔生理)
昆虫の触角の糖受容器の受容分子は.α- グリ
コシダーゼであることを認められてきているが,
この酵素は糖を外から与えたときにも,糖を分解
することが分かっている(Koizum,etal,1973).
そこで,もしカェル舌味受容器の受容分子が前報
告で述べた如 く,C芸依存性 ATPアーゼであれ
ば.この受容分子は外からかけた ATPを加水分
解するのではないかと考え,食用ガエルの舌粘膜
に ATP溶液をかけて加水分解が生じるか否かを
調べてみた｡また比較のために,ヒトの舌につい
ても同様な実験を行なった.
食用ガエルの舌に 2mM ATP溶液5mlを繰
り返し5回かけたところ,C芸の存在する時には約
5%の ATPが分解されたが,Caのない時には,
1.5%であり,有意差を認めた｡β-ダリセロリン
酸を用いてアルカリホスファターゼ活性を調べた
が,ほとんど活性は認められなかった｡ ヒトの舌
では,僅かの ATP分解が見られたが,C芸の有る
無しとは関係ないように思われた｡また,β-グリ
セpリン酸を用いた結果も同程度の無較 t)ン生成
量であった.ヒトの場合,試験溶液中の蛋白量 と,
生成された無機 リン量との間にはほは比例関係が
見られるので,その ATPの分解は,粘液中のア
ルカリホスファターゼの作用によるものと考えら
れる.
このような結果から,我々はカエルの舌粘膜に
C昔依存性 ATP7-ゼが存在するらい ､という
結論を得た｡しかし,これが受容分子であるかど
うかについては,この実験からはまだ十分結論づ
けることは出来ないので,今後さらに検討したい.
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